
『
土
佐
日
記
』
の
和
歌
表
現

―
万
葉
歌
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
―

西
山
秀
人

N
i
s
h
i
y
a
m
a
 
H
i
d
e
h
i
t
o

　
一
　
て
現
つ
表
ぐ
歌
め
和
を
の
連
田
関
三
・
の

日
と
佐
歌
仕
葉
　
万

　
一

要

旨

　
紀
貫
之
の
和
歌
に
は
、
諸
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
万
葉
集
』
の
影
響
が
色
濃

く
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
傾
向
は
『
土
佐
日
記
』
所
載
の
和
歌
に
つ
い
て
も
同
断
で
あ

る
と
い
え
る
が
、
『
古
今
集
』
入
集
歌
や
『
貫
之
集
』
所
載
歌
に
比
し
て
具
体
的
な

考
察
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
『
土
佐
日
記
』
歌
に
つ
い
て
万
葉

歌
と
の
表
現
的
関
連
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
本
作
品
に
お
け
る
万
葉
歌
摂
取
の
具
体

相
を
よ
り
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
‥
土
佐
日
記
　
紀
貫
之
　
貫
之
集
　
万
葉
集
　
古
今
和
歌
集

な
筆
致
で
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
い
て
次
の
歌
を
載
せ
て
い
る
。

　
こ
の
泊
の
浜
に
は
、
く
さ
ぐ
さ
の
う
る
わ
し
き
貝
、
石
な
ど
多
か
り
。

か
か
れ
ば
、
た
だ
、
昔
の
人
を
の
み
恋
ひ
つ
つ
、
船
な
る
人
の
よ
め
る
、

　
ω
寄
す
る
波
う
ち
も
寄
せ
な
む
わ
が
恋
ふ
る
人
忘
れ
貝
下
り
て
拾
は

　
　
む

と
い
へ
れ
ば
、
あ
る
人
の
堪
へ
ず
し
て
、
船
の
心
や
り
に
よ
め
る
、

　
②
忘
れ
貝
拾
ひ
し
も
せ
じ
白
玉
を
恋
ふ
る
を
だ
に
も
か
た
み
と
思
は

　
　
む

と
な
む
い
へ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
月
四
日
）

めO

一
、

ﾍ
じ
め
に

　
『
土
佐
日
記
』
二
月
四
日
の
記
事
は
、
「
和
泉
の
灘
」
の
某
泊
で
滞
留
を
重
ね

る
苛
立
ち
を
「
こ
の
揖
取
は
、
日
も
え
は
か
ら
ぬ
か
た
ゐ
な
り
け
り
」
と
激
烈

　
両
首
と
も
亡
児
追
懐
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
拾
え
ば
憂
苦
を
忘
れ
ら
れ
る
も
の

と
さ
れ
た
「
忘
れ
貝
」
を
詠
み
込
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
両

首
の
表
現
が
き
わ
め
て
万
葉
風
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
該
語
は
『
古
今
集
』



号四十三
第
要紀
学
大期短子女

田
上

に
は
見
え
な
い
が
、
『
万
葉
集
』
で
は
十
例
ほ
ど
を
探
し
得
る
。
中
で
も
諸
注

が
挙
げ
る
、

　
　
　
　
同
坂
上
郎
女
向
レ
京
海
路
見
二
浜
貝
一
作
歌
一
首

　
　
ワ
ガ
セ
コ
　
ニ
　
　
コ
7
レ
パ
ク
ル
シ
　
　
イ
ト
マ
ア
ラ
バ
　
　
ヒ
ロ
ヒ
テ
ユ
カ
ム
　
　
コ
ビ
ワ
ス
レ
ガ
ヒ
②

　
a
吾
背
子
ホ
　
恋
者
苦
　
暇
有
者
　
拾
而
将
去
　
恋
忘
貝

　
　
　
　
（
万
葉
集
・
巻
六
・
雑
歌
・
九
六
四
／
古
今
六
帖
・
三
二
八
九
七
）

は
、
詠
作
事
情
、
表
現
と
も
に
ω
と
酷
似
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
摂
取
関
係
が

認
め
ら
れ
よ
う
。
②
は
亡
児
を
「
白
玉
」
に
喩
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
既
説
の

ご
と
く
山
上
憶
良
に
よ
る
「
恋
二
男
子
名
古
日
一
歌
三
首
」
中
の
長
歌
、

　
　
ヨ
ノ
ヒ
ト
ノ
　
タ
フ
ト
ビ
ネ
ガ
フ
　
ナ
ナ
ク
サ
ノ
　
　
タ
カ
ラ
モ
ワ
レ
ハ
　
ナ
ニ
カ
セ
ム
　
ナ
ニ
ン
カ
ハ
　
　
ワ
ガ
　
ワ
レ
ラ
ガ
　
ナ
カ
ノ

　
b
世
人
之
　
貴
慕
　
七
種
之
　
宝
毛
我
波
　
何
為
　
和
我
中
能

　
　
ム
マ
レ
イ
デ
タ
ル
　
　
レ
　
セ
ノ
　
　
ワ
ガ
コ
フ
ル
ヒ
ハ

　
　
産
礼
出
有
　
白
玉
之
　
吾
子
古
日
者
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
葉
集
・
巻
五
・
雑
歌
・
九
〇
四
）

を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
古
今
集
時
代

に
b
が
ど
こ
ま
で
訓
み
解
か
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
②
と
同
様
、
亡

児
へ
の
思
い
を
主
題
と
し
、
か
つ
詠
作
事
情
も
近
い
と
い
う
点
を
勘
案
す
る
と
、

②
が
b
に
依
拠
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
な
が
ち
否
定
で
き
ま
い
。
そ
の
前
提
に

立
て
ば
、
ω
・
②
は
と
も
に
万
葉
歌
の
骨
格
を
利
用
し
て
詠
み
交
わ
さ
れ
た
歌

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
趣
向
は
『
万
葉
集
』
も
し
く
は
そ
の
歌
自
体

に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
な
し
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
土
佐
日
記
』
と
万
葉
歌
と
の
表
現
的
関
連
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
岸
本
由

豆
流
『
土
佐
日
記
考
証
』
、
香
川
景
樹
『
土
佐
日
記
創
見
』
な
ど
の
旧
注
を
は
じ

　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

め
、
大
久
保
正
・
萩
谷
朴
・
中
西
進
・
菊
池
靖
彦
・
小
町
谷
照
彦
・
品
川
和
子
・

　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

長
谷
川
政
春
・
水
谷
隆
・
佐
藤
和
喜
氏
ら
に
よ
り
再
三
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
4

れ
を
貫
之
歌
の
万
葉
摂
取
と
い
う
問
題
に
ま
で
広
げ
れ
ば
、
加
藤
幸
一
・
青
木

太
朗
氏
ら
に
よ
る
精
緻
な
表
現
分
析
も
存
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究

の
多
く
は
『
古
今
集
』
入
集
歌
や
『
貫
之
集
』
歌
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
土

佐
日
記
』
の
和
歌
表
現
そ
の
も
の
に
焦
点
を
絞
っ
た
論
は
存
外
少
な
い
よ
う
で

あ
る
。
本
稿
は
諸
先
学
の
駿
尾
に
付
し
て
、
『
土
佐
日
記
』
所
載
歌
に
つ
い
て

万
葉
歌
受
容
の
具
体
相
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
の
表
現
特
性
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
万
葉
も
ど
き
の
歌

　
上
掲
ω
・
②
は
い
ず
れ
も
意
図
的
に
万
葉
歌
の
用
語
・
表
現
を
受
容
し
た
も

の
と
み
て
よ
い
が
、
中
で
も
ω
「
寄
す
る
波
う
ち
も
寄
せ
な
む
わ
が
恋
ふ
る
人

忘
れ
貝
下
り
て
拾
は
む
」
に
つ
い
て
は
、
一
首
全
体
の
表
現
に
万
葉
歌
の
影
が

揺
曵
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
ま
ず
は
初
句
「
寄
す
る
波
」
に
つ
い
て
だ
が
、
『
古
今
集
』
を
は
じ
め
『
貫

之
集
』
あ
る
い
は
同
時
代
歌
人
の
家
集
か
ら
は
該
句
の
用
例
を
探
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
だ
が
、
『
万
葉
集
』
を
播
く
と
、

　
　
山
賦
連
之
嶋
万
瀞
郵
未
融
灘
駆
娯
牢
藁
馨
宕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
・
雑
歌
・
五
五
一
）

　
　
煕
勢
激
乞
磁
妾
動
ポ
羅
灘
理
パ
躯
惑
滅
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
六
〇
〇
、
笠
女
郎
）

c
宕
膨
岸
乞
瀞
煙
幕
一
饗
業
ポ
眠
者
酌
　
≡
之
将
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
・
辟
言
喩
歌
・
一
三
八
八
）

d
鵡
羅
Z
期
慰
浜
ポ
竃
寛
斑
毛
爆
婿
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
八
・
秋
相
聞
・
一
六
一
五
）

　
　
叩
牟
怯
夫
流
安
烏
㎜
静
壬
枝
朱
墾
卦
蹄
奈
如
也
〆
呑
余

ω
O



　
一票

懸麗曝麟

　
一

　
　
コ
　
ビ
　
ワ
　
タ
　
リ
　
ナ
　
ム

　
　
故
非
和
多
里
奈
牟
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
五
・
三
六
六
〇
、
土
師
稲
足
）

　
　
之
安
多
矢
静
倣
傍
静
安
理
賄
朱
墾
卦
伊
極
腓
如
●
如
午

　
　
イ
ニ
シ
ヘ
オ
モ
ホ
ユ

　
　
伊
ホ
之
敵
於
母
保
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
七
・
三
九
八
六
、
家
持
）

　
　
蕎
塁
奮
ハ
膨
髭
朱
墾
伊
宿
曇
褒
木
炉
ぷ
凝

　
　
モ　
　
母
（
巻
十
九
・
四
二
二
二
、
家
持
）

の
ご
と
く
、
該
句
を
詠
み
込
ん
だ
歌
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
万
葉
歌
で
は

序
詞
内
で
の
用
例
が
目
立
ち
、
該
句
を
初
句
に
据
え
た
例
は
探
せ
な
い
が
、
該

句
が
平
安
和
歌
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
当
該
歌
は
あ
え
て

万
葉
も
ど
き
の
表
現
を
意
図
し
て
該
句
を
摂
取
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ち
な
み
に
、
当
該
歌
は
『
古
今
六
帖
』
に
も
採
ら
れ
る
が
（
三
・
貝
・

一
八
九
六
・
つ
ら
ゆ
き
）
「
寄
す
る
波
」
の
例
と
し
て
は
他
に
も
、

　
　
お
ほ
ぶ
ね
の
と
も
に
も
へ
に
も
よ
す
る
な
み
よ
る
と
も
わ
れ
は
き
み
が
ま

　
　
　
　
に
ま
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
・
頼
む
る
・
二
九
六
二
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
万
葉
歌
、

　
　
鵡
眠
ガ
艦
奮
艦
毛
羅
硫
蓉
蔀
都
ぎ
之
璽
彫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
七
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

の
異
伝
で
あ
り
、
『
万
葉
集
』
諸
本
は
「
ヨ
ル
ナ
ミ
ノ
」
の
訓
を
持
つ
。
そ
の

一
方
、
『
万
葉
集
』
の
本
文
自
体
が
揺
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
た
と
え
ば
c
・

d
に
つ
い
て
は
廣
瀬
本
・
類
聚
古
集
・
古
葉
略
類
聚
紗
が
三
句
を
「
ヨ
ル
ナ
ミ

ノ
」
と
付
訓
す
る
。
古
今
集
時
代
に
ど
の
よ
う
な
訓
み
が
流
布
し
て
い
た
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
寄
す
る
波
」
が
万
葉
色
の
強
い
、
古
風

な
詞
句
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
強
そ
う
で
あ
る
。
本
日
記
の
文
脈

に
即
し
て
解
す
れ
ば
、
当
該
歌
の
詠
者
す
な
わ
ち
「
船
な
る
人
」
は
そ
の
こ
と

を
十
分
認
識
し
た
上
で
該
句
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
加
え
れ
ば
、
第
三
句
に
見
え
る
「
わ
が
恋
ふ
る
」
も
、
き
わ
め
て
万

葉
的
な
詞
句
で
あ
る
。
該
句
に
つ
い
て
は
『
古
今
集
』
は
も
と
よ
り
同
時
代
の

用
例
を
見
出
だ
し
得
な
い
が
、
『
万
葉
集
』
で
は
西
本
願
寺
本
の
旧
訓
に
拠
る

限
り
で
も
二
十
余
例
を
探
し
得
る
。
も
っ
と
も
、

　
　
ヱ
手
漏
鳶
鱗
煕
嚢
此
亘
秘
≡
影
者
洗
乍
程
鷺
徹

　
　
（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
二
三
六
、
元
暦
校
本
　
三
句
「
わ
が
こ
ふ
る
」
）

　
　
　
玉
だ
す
き
か
け
ぬ
時
な
く
わ
が
こ
ふ
る
時
雨
し
ふ
ら
ば
ぬ
れ
つ
つ
も
い

　
　
　
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
六
帖
・
一
・
時
雨
・
四
八
九
／
人
麿
集
）

　
　
識
恭
撤
励
和
塵
即
磯
遊
元
桔
聲
撃
む
言
在
充
宕
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
葉
集
・
巻
十
二
・
問
答
歌
・
三
一
一
六
）

　
　
　
わ
か
こ
ふ
る
心
を
し
ら
て
の
ち
つ
ゐ
に
か
・
る
こ
ひ
に
も
あ
は
さ
ら
め

　
　
　
や
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
人
麿
n
三
八
三
・
皿
三
八
七
・
W
九
六
）

の
ご
と
く
、
他
本
あ
る
い
は
異
伝
歌
が
「
ワ
ガ
コ
フ
ル
」
の
訓
を
伝
え
て
い
る

例
も
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
逆
に
当
時
該
句
が
万
葉
的
表
現
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
お
そ
ら
く
当
該
歌
は
、

　
　
剤
耐
乞
邪
正
郵
語
鄭
ぷ
之
臣
齢
痴
衣
食
櫛
罵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
・
春
相
聞
・
一
九
三
二
／
赤
人
集
）

　
　
慕
激
島
湖
部
，
鄭
ぷ
会
む
舟
邸
都
鋭
為
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
〇
六
一
／
赤
人
集
／
家
持
集
）

と
い
っ
た
万
葉
語
の
表
現
を
意
識
し
つ
つ
、
該
句
を
摂
取
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
二
月
六
日
条
に
見
え
る
次
掲
の
歌
も
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
趣
向
で
詠
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

のO



号四十三
第要

紀学大
期短

子女
田
上

　
六
日
。
溶
標
の
も
と
よ
り
出
で
て
、
難
波
に
着
き
て
、
川
尻
に
入
る
。

み
な
人
々
、
姐
、
翁
、
額
に
手
を
あ
て
て
喜
ぶ
こ
と
、
二
つ
な
し
。
か
の

船
酔
ひ
の
淡
路
の
島
の
大
御
、
み
や
こ
近
く
な
り
ぬ
と
い
ふ
を
喜
び
て
、

船
底
よ
り
頭
を
も
た
げ
て
、
か
く
そ
い
へ
る
。

　
③
い
つ
し
か
と
‖
つ
る
難
波
潟
葦
漕
ぎ
そ
げ
て
御
矧
来
に
け

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
月
六
日
）

　
二
句
中
の
「
い
ぶ
せ
し
」
に
つ
い
て
、
長
谷
川
氏
は
「
平
安
和
歌
に
詠
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
こ
と
が
珍
ら
し
い
語
。
大
伴
家
持
の
好
ん
だ
用
語
」
と
注
し
て
い
る
。
た
し

か
に
、
該
語
は
古
今
集
時
代
に
詠
ま
れ
た
形
跡
が
な
く
、
つ
と
に
『
考
証
』
は

万
葉
歌
、

　
　
ヒ
サ
カ
タ
ノ
　
　
ア
メ
ノ
フ
ル
ヒ
ヲ
　
　
タ
ダ
ヒ
ト
リ
　
　
ヤ
マ
ヘ
ニ
ヲ
レ
バ
　
　
ペ
ケ
リ

　
　
久
堅
之
　
雨
之
落
日
乎
　
直
独
　
山
辺
圷
居
者
　
麓
有
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
・
相
聞
・
七
六
九
、
家
持
）

を
証
歌
と
し
て
引
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
該
語
の
訓
み
に
関
し
て
は
種
々
の

異
訓
が
伝
わ
り
、
た
と
え
ば
、

　
　
シ
ノ
ヒ
ベ
ミ
　
ヲ
レ
バ
ほ
レ
　
　
ナ
グ
サ
ム
ト
　
　
イ
デ
タ
チ
キ
ケ
バ
　
　
キ
ナ
ク
ヒ
グ
ラ
シ

　
　
隠
耳
　
居
者
欝
恒
　
奈
具
左
武
登
　
出
立
聞
者
　
来
鳴
日
晩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
八
・
夏
雑
歌
・
一
四
七
九
・
家
持
）

　
　
　
　
モ
ホ
シ

で
は
、
「
オ
ホ
シ
」
（
廣
瀬
本
）
「
お
ほ
く
し
」
（
類
聚
古
集
）
、
「
お
ほ
・
し
」
（
神

田
本
）
な
ど
と
揺
れ
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
　
タ
ラ
チ
ネ
ノ
　
オ
ヤ
　
ハ
ハ
シ
ガ
カ
フ
コ
ノ
　
マ
ユ
ゴ
モ
リ
　
し
ペ
モ
ア
ル
カ
　
イ
モ

　
e
垂
乳
根
之
　
母
我
養
蚕
乃
　
眉
隠
　
馬
声
蜂
音
石
花
蜘
・
荒
鹿
　
異
母

　
　
ニ
ア
ハ
ズ
シ
テ

　
　
ニ
不
相
而
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
二
・
寄
物
陳
思
・
二
九
九
こ

に
つ
い
て
は
、

　
　
た
ら
ち
ね
の
お
や
の
か
ふ
こ
の
ま
ゆ
こ
も
り
自
も
あ
る
か
い
も
に

　
　
あ
は
ず
し
て

　
　
　
　
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
九
五
・
人
麿
／
六
帖
・
二
・
親
・
一
四
一
一
・

　
　
　
　
い
べ
の
お
と
く
ろ
ま
ろ
、
同
・
五
・
わ
ぎ
も
こ
・
三
〇
八
七
に
も
重

　
　
　
　
出
／
人
麿
集
）

な
ど
諸
歌
集
に
採
歌
さ
れ
、
後
世
に
は
『
古
今
集
』
仮
名
序
古
注
に
も
引
か
れ

て
い
る
。
と
す
る
と
、
e
が
早
く
か
ら
人
口
に
膳
久
し
て
い
た
と
し
て
も
さ
し

て
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
該
語
は
万
葉
以
後
も
っ
ぱ
ら
散
文
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
、
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
規
子
内
親
王
前
栽
歌
合
の
後
日
記
序
に
お
け

る
「
思
ひ
結
び
こ
め
ら
れ
た
る
女
郎
花
は
、
な
ほ
解
け
ず
、
い
ぶ
せ
き
心
地
す
」

を
は
じ
め
、
『
枕
草
子
』
に
は
二
例
、
『
源
氏
物
語
』
に
は
四
十
余
例
が
見
出
さ

れ
る
。
あ
る
い
は
当
該
歌
の
「
い
ぶ
せ
し
」
は
散
文
語
の
摂
取
で
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
が
、
如
上
の
表
現
傾
向
を
勘
案
す
れ
ば
、
該
語
は
や
は
り
万
葉
歌

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
詠
ま
れ
た
も
の
と
み
て
お
く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
三
句
の
「
難
波
潟
」
も
既
説
の
と
お
り
万
葉
以
来
の
歌
枕
で
、
貫
之
は
旧
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
8

に
お
い
て
し
ば
し
ば
該
語
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
た
だ
、
該
語
は
『
古
今
集
』

に
三
例
（
う
ち
一
例
は
貫
之
詠
）
見
え
、
忠
琴
・
兼
輔
ら
当
代
歌
人
の
歌
に
も

用
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
万
葉
歌
の
直
接
摂
取
は
想
定
し
に
く
か
ろ
う
。
む
し

ろ
注
目
し
た
い
の
は
、
四
句
中
に
見
え
る
「
葦
漕
ぎ
そ
け
て
」
と
い
う
表
現
で

あ
る
。
「
そ
く
（
退
く
）
」
は
「
取
り
除
く
」
意
の
他
動
詞
だ
が
、
そ
の
背
景
に

は
『
考
証
』
が
指
摘
す
る
、

　
　
ア
カ
ミ
ヤ
マ
　
ク
サ
ネ
カ
リ
ヒ
　

ア
ハ
ス
ガ
ヘ
　
ア
ラ
ソ
フ
イ
モ
シ

　
　
安
可
見
夜
麻
　
久
左
祢
可
利
曽
気
　
安
波
須
賀
倍
　
安
良
蘇
布
伊
毛
之

　
　
ア
ヤ
ニ
カ
ナ
シ
モ

　
　
安
夜
ホ
可
奈
之
毛
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
巻
十
四
・
相
聞
・
三
四
七
九
）

　
　
カ
ラ
タ
チ
ノ
　
ム
バ
ラ
カ
｝
　
　

ク
ラ
タ
テ
ム
　
　
ク
ソ
ト
ホ
ク
マ
レ
　
　
ク
シ
ツ
ク
ル
ト
ジ

　
　
枳
　
　
棘
原
苅
除
曽
気
　
倉
将
立
　
尿
遠
麻
礼
　
櫛
造
刀
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
六
・
有
由
縁
雑
歌
・
三
八
三
二
）

幻O



　
「現
パ

欝麗職麟

　
一

を
は
じ
め
、

　
　
ワ
ガ
セ
コ
ニ
　
　
ワ
ガ
コ
フ
ラ
ク
ハ
　
　
ナ
ツ
ク
サ
ノ
　

カ
リ
ソ
ク
レ
ド
モ
　
　
オ
ヒ
シ
ク
ガ
ゴ
ト

　
f
吾
背
子
ホ
　
吾
恋
良
久
者
　
夏
草
之
　
苅
園
十
方
　
生
及
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
七
六
九
）

な
ど
の
万
葉
歌
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
貫
之
が
屏
風
歌
詠

作
に
際
し
て
、
右
例
に
見
え
る
「
刈
り
退
く
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
さ
は
へ
な
る
ま
こ
も
か
り
そ
け
あ
や
め
草
袖
さ
へ
ひ
ち
て
け
ふ
や
く
ら
さ

　
　
ん
　
　
　
　
（
貫
之
－
三
六
、
延
喜
十
四
年
十
二
月
女
四
宮
屏
風
歌
）
⑲

の
ご
と
く
摂
取
し
て
い
る
こ
と
は
、
つ
と
に
『
創
見
』
が
看
破
し
て
い
る
と
こ

　
　
　
四

ろ
で
あ
る
。
な
お
、
『
古
今
六
帖
』
『
人
麿
集
』
に
は
、

　
　
こ
の
ご
ろ
の
こ
ひ
の
し
げ
く
て
夏
ぐ
さ
の
か
り
§
ど
も
お
ひ
し
く
が

　
　
ご
と

　
　
（
古
今
六
帖
・
六
・
夏
草
・
三
五
五
二
／
人
麿
丑
四
〇
五
・
皿
二
三
四
）

の
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
万
葉
歌
、

　
　
コ
ノ
コ
ロ
ノ
　
　
コ
ヒ
ノ
シ
ゲ
ケ
ク
　
　
ナ
ツ
ク
サ
ノ
　
　
カ
リ
じ
ト
ド
モ
　
　
オ
ヒ
シ
ク
ガ
ゴ
ト

　
g
酒
者
之
　
恋
乃
繁
久
　
夏
草
乃
　
苅
掃
友
　
生
布
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
・
夏
相
聞
・
一
九
八
四
）

の
異
伝
で
あ
り
、
右
掲
9
に
し
て
も
類
聚
古
集
・
元
暦
校
本
・
神
田
本
は
「
か

り
そ
く
れ
と
も
」
の
別
訓
を
持
つ
。
と
も
あ
れ
、
如
上
を
勘
案
す
れ
ば
、
古
今

集
時
代
に
お
い
て
「
退
く
」
は
万
葉
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ

く
、
③
は
こ
う
し
た
耳
慣
れ
ぬ
語
を
用
い
る
こ
と
で
よ
り
古
風
な
表
現
を
目
指

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
結
句
に
見
え
る
「
御
船
」
も
『
万
葉
集
』
に
多
数
の
用
例
を
探
し
得

る
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
、

　
　
響
胤
朱
隷
浩
曲
箏
音
莚
許
蜘
艇
鱈
佑
裳
｝
多
矩
婆
瀞
秒

　
　
セ
　
ム

　
　
勢
武
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
五
・
雑
歌
・
八
九
六
・
山
上
憶
良
）

　
　
蒸
朱
卦
郷
施
野
警
心
宿
熊
加
妨
撫
伊
喩
波
許
倹
姫
等

　
　
イ
モ
ニ
ツ
ゲ
コ
ソ

　
　
伊
母
ホ
都
気
許
曽
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
十
・
四
三
六
三
・
若
舎
広
足
）

は
、
「
難
波
津
」
を
航
行
す
る
「
御
船
」
を
詠
ん
で
い
る
点
、
当
該
歌
と
の
影

響
関
係
を
想
定
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
土
佐
日
記
』
に
は
、
「
黒

き
雲
に
は
か
に
出
で
来
ぬ
。
風
吹
き
ぬ
べ
し
。
御
川
船
返
し
て
む
」
（
十
二
月

十
七
日
）
、
「
こ
の
幣
の
散
る
方
に
、
御
舳
す
み
や
か
に
漕
が
し
め
た
ま
へ
」
二

月
二
十
六
日
）
、
「
御
船
よ
り
、
仰
せ
給
ぶ
な
り
」
（
二
月
五
日
）
、
「
幣
に
は
御

心
の
い
か
ね
ば
御
掴
も
行
か
ぬ
な
り
」
（
同
）
と
い
っ
た
例
も
あ
わ
せ
て
見
出

だ
さ
れ
、
い
ず
れ
も
揖
取
の
会
話
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
記
紀
や
『
竹
取

物
語
』
に
も
例
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
散
文
語
の
利
用
と
い
う
見
方
も
で

き
よ
う
が
、
上
述
の
表
現
傾
向
を
踏
ま
え
、
ひ
と
ま
ず
万
葉
歌
の
影
響
を
想
定

し
て
お
き
た
い
。

　
以
上
、
『
土
佐
日
記
』
二
月
四
日
・
二
月
六
日
条
の
和
歌
を
取
り
上
げ
、
万

葉
歌
と
の
関
連
を
探
っ
て
き
た
が
、
ま
ず
ω
に
つ
い
て
は
前
引
a
の
坂
上
郎
女

歌
を
下
敷
き
に
、
種
々
の
万
葉
表
現
を
散
り
ば
め
て
一
首
を
も
の
し
た
可
能
性

が
強
そ
う
で
あ
る
。
貫
之
歌
に
お
け
る
万
葉
歌
受
容
の
例
は
数
多
い
が
、
ω
の

場
合
は
眼
目
と
な
る
用
語
や
表
現
を
摂
取
す
る
の
み
で
は
な
く
、
一
首
全
体
を

万
葉
歌
仕
立
て
に
す
る
と
い
う
大
胆
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
万
葉

擬
歌
的
な
作
風
と
い
っ
て
よ
い
。
②
は
そ
の
趣
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
憶
良
の

b
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
詠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
③
は
老
女
の
歌
で
あ
る
こ
と

を
意
識
し
て
、
あ
え
て
古
め
か
し
い
表
現
に
仕
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

淵
源
が
多
く
万
葉
歌
に
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
『
土
佐
日
記
』
と

い
う
輻
晦
的
な
作
品
の
中
で
、
万
葉
表
現
が
大
胆
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
は
、
作
者
貫
之
が
本
作
品
に
お
い
て
実
験
的
な
試
み
を
行
っ
て
い
た
こ
と

旬O



号四十
一
二
第
要紀
学
大期短子

女田
上

を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
さ
ら
に
用
語
・
表
現
レ
ベ

ル
で
の
万
葉
歌
摂
取
の
あ
り
様
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

一
一

黶
A
鼡
蜒
激
x
ル
で
の
摂
取

　
前
引
の
土
佐
日
記
歌
は
、
ま
さ
に
万
葉
も
ど
き
と
も
い
え
る
よ
う
な
詠
風
で

あ
っ
た
が
、
そ
こ
ま
で
顕
著
で
は
な
い
も
の
の
、
万
葉
歌
の
詞
句
を
摂
取
し
た

か
と
推
測
さ
れ
る
歌
は
少
な
く
な
い
。
『
考
証
』
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
万
葉

歌
を
証
歌
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
以
来
、
諸
先
学
に
よ
っ
て
博
捜
精
査
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
い
る
が
、
本
節
で
は
そ
の
中
で
も
比
較
的
蓋
然
性
の
高
い
例
を
挙

げ
て
み
ょ
う
。

④
わ
が
髪
の
雪
と
磯
辺
の
白
波
と
い
つ
れ
ま
さ
れ
り
沖
つ
島
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
月
二
十
一
日
・
船
君
）

　
海
賊
襲
来
の
恐
怖
と
航
海
の
苦
難
に
よ
っ
て
「
頭
も
み
な
白
け
」
て
し
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辺

た
「
船
君
」
の
述
懐
歌
で
あ
る
。
つ
と
に
峯
岸
義
秋
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

当
該
歌
は
、

　
　
お
も
し
ろ
く
め
で
た
き
こ
と
を
く
ら
ぶ
る
に
は
る
匂
あ
き
日
は
‖

　
　
‖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
論
春
秋
歌
合
・
一
・
黒
主
）

　
　
そ
ら
に
た
つ
は
る
の
か
す
み
匂
わ
か
こ
ひ
匂
つ
き
せ
ぬ
も
の
は
‖

　
　
ざ
剖
　
　
　
　
　
　
　
　
（
忠
零
W
九
六
・
躬
恒
忠
零
問
答
歌
・
躬
恒
）

な
ど
、
当
時
流
行
し
て
い
た
問
答
歌
の
詠
法
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
し
い
。
ま

た
、
萩
谷
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
㈱
、
白
髪
を
雪
に
喩
え
る
趣
向
も
貫
之
詠
に
は

ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
首
の
骨
格
自
体
は
古
今
風
で
あ

る
と
い
え
る
が
、
事
物
A
と
事
物
B
の
優
劣
を
「
沖
つ
島
守
」
に
問
い
か
け
る

と
い
う
趣
向
は
、
上
掲
問
答
歌
の
淵
源
を
な
す
、

h
尺
亘
器
髪
浸
寝
駕
恐
二
豊
嚢
妖
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
葉
集
・
巻
四
・
相
聞
・
五
九
六
・
笠
女
郎
）

に
依
拠
し
て
い
よ
う
。
『
拾
遺
抄
』
『
拾
遺
集
』
に
は
、

　
　
や
ほ
か
行
く
は
ま
の
ま
さ
ご
と
我
が
こ
ひ
と
い
つ
　
ま
さ
れ
り
お
き
つ
し

　
　
ま
も
り
（
抄
・
恋
上
・
三
〇
〇
・
不
知
／
集
・
恋
四
・
八
八
九
・
不
知
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

と
、
そ
の
異
伝
歌
が
入
集
し
て
お
り
、
ま
た
忠
琴
も
、

　
　
　
　
寛
平
御
時
、
中
宮
御
屏
風
二
、
ア
マ
ノ
カ
ツ
キ
タ
ル
ト
コ
ロ

　
　
コ
・
ロ
サ
シ
フ
カ
ク
ミ
ナ
ソ
コ
カ
ツ
キ
ツ
・
ム
ナ
シ
ク
イ
ツ
ナ
オ
キ
ツ
シ

　
　
マ
モ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
忠
琴
－
二
二
・
n
六
四
・
皿
二
一
二
）

の
ご
と
く
「
沖
つ
島
守
」
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
万
葉
歌
h
は
古
今
集
時

代
か
ら
人
口
に
贈
久
し
て
い
た
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
作
中
人
物
に
即
し

て
い
え
ば
、
詠
者
た
る
「
船
君
」
も
h
の
歌
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

㈲
年
ご
ろ
を
住
み
し
と
こ
ろ
の
名
に
し
負
へ
ば
来
寄
る
波
を
も
あ
は
れ
と
そ

　
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
月
二
十
九
日
・
女
）

　
「
昔
、
土
佐
と
い
ひ
け
る
と
こ
ろ
に
住
み
け
る
女
」
が
、
阿
波
国
の
土
佐
泊

で
地
名
に
興
じ
て
詠
ん
だ
歌
。
三
句
「
名
に
し
負
へ
ば
」
は
平
安
和
歌
に
散
見

さ
れ
る
常
套
句
だ
が
、
四
句
中
の
「
来
寄
る
」
に
つ
い
て
は
古
今
集
時
代
の
用

　
　
　
　
　
田

例
を
探
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
万
葉
集
』
で
は
、

　
　
蔑
疾
麓
歳
磁
宅
侯
妙
万
彬
嶺
巻
㎡
射
世
遅
悪
喬
酔

の⑫



　
一現
パ

欝
麗識鍵

躍

　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
挽
歌
・
二
二
二
・
人
麿
）

　
　
砲
む
瀧
ポ
麓
郎
ぽ
属
偶
避
和
勝
聯
燈
艇
絶
㊧
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
・
讐
喩
歌
・
一
三
八
九
）

を
は
じ
め
十
余
例
が
見
出
さ
れ
、
万
葉
語
と
も
い
う
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
『
考
証
』
は
、

i
僅
ぎ
乞
興
潮
郎
渥
凪
吹
若
黎
活
乎
硫
麹
葱
椎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
・
雑
歌
・
＝
五
八
）

の
万
葉
歌
を
証
歌
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
i
に
つ
い
て
諸
本
の
多
く
は
「
キ
ヨ

ス
ル
」
と
付
訓
す
る
。
が
、
元
暦
校
本
は
「
き
よ
れ
る
」
の
異
訓
を
持
ち
、
ま

た
そ
の
異
伝
歌
も
、

　
　
す
み
よ
し
の
奥
つ
し
ら
な
み
風
ふ
け
は
き
よ
れ
る
は
ま
を
み
れ
は
き
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

と
、
同
訓
を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
古
く
か
ら
「
キ
ヨ
レ
ル
」
の

訓
み
も
流
布
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
如
上
の
考
察
に
よ

り
、
当
該
歌
の
表
現
形
成
に
万
葉
歌
が
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は

認
め
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

⑥
来
と
来
て
は
川
上
り
路
の
水
を
浅
み
船
も
わ
が
身
も
な
つ
む
今
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
月
六
日
・
船
君
）

　
「
淡
路
の
島
の
大
御
（
淡
路
専
女
）
」
が
詠
じ
た
上
掲
③
に
対
抗
す
べ
く
、
「
船

君
の
病
者
」
が
「
か
ら
く
し
て
」
「
ひ
ね
り
出
」
し
た
一
首
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
船

君
」
は
「
も
と
よ
り
こ
ち
こ
ち
し
き
人
に
て
、
か
う
や
う
の
こ
と
、
さ
ら
に
知

ら
ざ
り
け
り
」
、
す
な
わ
ち
無
風
流
で
和
歌
に
疎
い
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

か
上
二
句
は
難
渋
と
も
い
え
る
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
三
句
以
下
は
、

　
　
池
に
す
む
名
を
を
し
鳥
の
｝
か
く
る
と
す
れ
ど
あ
ら
は
れ
に
け

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
七
二
・
不
知
）

　
　
あ
ら
た
ま
の
年
の
を
は
り
に
な
る
ご
と
に
雪
も
わ
が
身
も
ふ
り
ま
さ
り
つ

　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
冬
・
三
三
九
・
在
原
元
方
）

　
　
春
は
た
・
昨
日
は
か
り
を
う
く
ひ
す
の
か
き
れ
る
こ
と
も
な
か
ぬ
け
ふ
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
忠
－
七
）

と
い
っ
た
同
時
代
詠
の
表
現
を
切
り
貼
り
し
た
よ
う
な
印
象
だ
が
、
結
句
中
の

「
な
つ
む
（
泥
む
）
」
は
耳
慣
れ
ぬ
用
語
で
あ
る
。
『
考
証
』
は
「
浅
小
竹
原

腰
泥
む
　
空
は
行
か
ず
　
足
よ
行
く
な
」
（
古
事
記
・
中
・
景
行
天
皇
・
三
五
）

を
は
じ
め
記
紀
お
よ
び
万
葉
歌
（
巻
七
・
＝
九
二
、
巻
四
・
七
〇
〇
）
を
証
歌

と
し
て
挙
げ
る
。
『
土
佐
日
記
』
に
は
他
に
「
（
二
月
）
八
日
。
な
ほ
、
川
上
り

に
な
つ
み
て
」
の
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
該
歌
の
表
現
を
踏
ま
え
て
の
記
述

で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
万
葉
歌
の
直
接
摂
取
を
想
定
し
て
よ
い
か
ど
う
か
、
に

わ
か
に
は
判
断
し
難
い
が
、
た
と
え
ば
、

　
　
ツ
ク
ハ
ネ
ヲ
　
　
ヨ
ソ
ニ
ミ
ナ
ガ
ラ
　
　
ア
リ
カ
ネ
テ
　
　
ユ
キ
ゲ
ノ
ミ
チ
ヲ
　
　
ヒ
ド
ク
　
ル
カ
モ

　
　
築
羽
根
　
　
冊
耳
見
乍
　
有
金
手
　
雪
消
乃
道
　
　
名
積
来
有
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
・
雑
歌
・
三
八
三
・
丹
比
真
人
）

　
　
オ
ホ
ソ
ラ
ニ
　
　
カ
ヨ
　
フ
ワ
レ
ス
ラ
　
　
ナ
レ
ユ
ヱ
ニ
　
　
ア
マ
ノ
カ
バ
ヂ
ヲ
　
　
L
「
し
ピ
ド
テ
　
ゾ
ク
ル

従
蒼
天

チ
チ
ハ
ハ
ニ

父
母
圷

往
来
吾
等
須
良
　
汝
故
　
天
漢
道
　
名
積
而
叙
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
〇
〇
一
）

シ
ラ
セ
ヌ
コ
ユ
ヱ
　

ミ
ヤ
ヶ
ヂ
ノ
　
ナ
ツ
ノ
ノ
ク
サ
ヲ
　
し
　
レ
ピ
ド
ク
ル
カ
モ

不
令
知
子
故
　
三
宅
道
乃
　
夏
野
草
乎
　
菜
積
来
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
三
・
相
聞
・
三
二
九
六
）

と
い
っ
た
万
葉
歌
が
、
後
世
、

　
　
つ
く
は
ね
の
よ
そ
に
の
み
し
て
あ
り
か
ね
て
ゆ
き
け
の
み
つ
に
な
つ
み
つ

　
　
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
家
持
－
二
三
五
・
H
一
四
九
）

D⑫



号
四
十一

二第要
紀
学大期短子女

田
上

　
　
お
ほ
ぞ
ら
を
か
よ
ふ
我
す
ら
何
故
に
あ
ま
の
か
は
ら
を
な
つ
み
て
ぞ
く
る

　
　
　
（
古
今
六
帖
・
一
・
七
日
の
夜
・
一
四
四
・
人
丸
／
人
麿
集
／
赤
人
集
）

　
　
ち
ぢ
は
は
に
し
ら
せ
ぬ
こ
ゆ
ゑ
み
や
け
ち
の
な
つ
の
の
く
さ
を
な
つ
み
く

　
　
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
帖
・
六
・
夏
草
二
二
五
六
一
）

の
ご
と
く
異
伝
歌
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
こ
れ
ら
を
念
頭

に
置
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
歌
の
心
得
は
全
く
な
い
は
ず
の
「
船
君
」

だ
が
、
歌
学
知
識
に
は
秀
で
て
い
た
も
の
か
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
秀
歌
を

詠
め
る
は
ず
も
な
く
、
万
葉
語
の
悪
し
き
使
用
例
と
も
い
う
べ
き
駄
作
に
仕
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
。
前
文
の
「
あ
や
し
き
歌
を
ひ
ね
り
出
だ
せ
り
」
、
後
文
の
「
淡

路
の
御
の
歌
に
劣
れ
り
」
は
、
こ
の
こ
と
を
含
ん
で
の
評
言
で
あ
ろ
う
。

　
次
の
例
は
既
成
歌
の
上
句
を
も
と
に
、
折
に
か
な
っ
た
下
句
を
付
け
た
も
の

だ
が
、
こ
こ
で
も
万
葉
語
と
の
関
連
が
看
取
さ
れ
る
。

今
宵
、
月
は
海
に
ぞ
入
る
。
こ
れ
を
見
て
、
業
平
の
君
の
「
山
の
端
逃
げ

て
入
れ
ず
も
あ
ら
な
む
」
と
い
ふ
歌
な
む
思
ほ
ゆ
る
。
も
し
海
辺
に
て
よ

ま
ま
し
か
ば
、
「
ω
波
立
ち
司
て
入
れ
ず
も
あ
ら
な
む
」
と
も
よ
み
て

ま
し
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
月
八
日
）

波
線
部
は
『
古
今
集
』
お
よ
び
『
伊
勢
物
語
』
入
二
段
に
見
え
る
、

　
　
あ
か
な
く
に
ま
だ
き
も
月
の
か
く
る
る
か
山
の
は
に
げ
て
い
れ
ず
も
あ
ら

　
　
な
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
八
四
・
業
平
）

の
下
句
を
引
き
、
も
し
も
海
辺
で
詠
む
な
ら
ば
「
波
立
ち
さ
へ
て
…
」
と
で
も

付
け
た
だ
ろ
う
か
と
述
べ
る
。
傍
線
部
の
動
詞
「
さ
ふ
（
障
ふ
）
」
は
「
妨
げ
る
、

邪
魔
を
す
る
」
の
意
だ
が
、
同
時
代
の
和
歌
用
例
は
所
見
が
な
く
、
品
川
氏
が

　
　
　
　
　
　
β
o

指
摘
す
る
よ
う
に
、

　
　
ハ
シ
キ
ヤ
シ
　
　
タ
ガ
へ
　
ト
カ
モ

　
j
早
敷
哉
　
誰
障
鴨
タ
マ
ホ
コ
ノ
　
　
ミ
チ
ワ
ス
ラ
レ
テ
　
　
キ
ミ
ガ
キ
マ
サ
ヌ

玉
梓
　
路
見
遺
　
公
不
来
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
一
・
二
三
入
○
）

な
ど
の
万
葉
歌
か
ら
摂
取
を
試
み
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
廣
瀬

本
は
二
句
を
「
タ
カ
サ
フ
ル
カ
モ
」
と
付
訓
し
、
『
人
麿
集
』
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
ハ
シ
キ
ヤ
シ
タ
カ
サ
フ
ル
サ
モ
タ
マ
ホ
コ
ノ
ミ
チ
ワ
ス
ラ
レ
テ
君
カ
キ
マ

　
　
サ
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
人
麿
皿
五
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
6
0

と
同
訓
を
伝
え
て
い
る
。
右
の
ご
と
く
ー
の
異
伝
歌
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事

実
は
、
ー
が
早
く
か
ら
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
「
波
立
ち
さ
へ
て
」
は
、
表
現
的
に
は
今
一
つ
こ
な
れ
て
い
な

い
印
象
を
受
け
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
他
、
卑
見
で
は
次
掲
の
歌
に
つ
い
て
も
万
葉
表
現
の
摂
取
を
想
定
で
き

そ
う
で
あ
る
。

㈲
み
や
こ
出
で
て
君
に
あ
は
む
と
来
し
も
の
を
来
し
か
ひ
も
な
く
別
れ
ぬ
る

　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
月
二
十
五
日
：
王
の
守
）

　
国
司
館
で
催
さ
れ
た
送
別
宴
に
お
い
て
、
「
主
の
守
」
す
な
わ
ち
新
国
司
が
「
前

の
守
」
に
対
し
て
詠
み
か
け
た
歌
で
あ
る
。
二
句
「
君
に
あ
は
む
と
」
は
古
今

集
時
代
に
は
例
が
な
く
、
お
そ
ら
く
は
、

　
　
融
霞
荊
b
健
彰
猛
溝
都
眠
高
墾
雌
融
菊
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
・
雑
歌
・
一
二
五
六
・
古
歌
集
）

　
　
ク
モ
ノ
ウ
ヘ
ニ
　
ナ
ク
ナ
ル
カ
リ
ノ
　
ト
ホ
ケ
レ
ド
　
　
　

タ
モ
ト
ホ
リ
キ
ツ

　
　
雲
上
圷
　
鳴
奈
流
鴉
之
　
難
遠
　
君
将
相
跡
　
手
廻
来
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
八
・
秋
雑
歌
・
一
五
七
四
）

幻Ω



　
「票

欝
認泓恕

躍

　
一

　
　
嚢
鑑
智
靴
寧
宕
瀧
挺
墾
満
経
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
・
冬
相
聞
・
二
三
四
五
、
人
麿
集
）

　
　
磐
去
聯
議
鑓
諦
憎
ぽ
為
膨
磁
槻
麓
菊
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
二
・
正
述
心
緒
・
二
九
二
二
）

な
ど
の
万
葉
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
新
国
司
の
歌
も
ま
た
当
世

風
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
表
現
が
万
葉
歌
と
重
な
る
の
は
、
あ
え
て
古
風
さ
、

拙
さ
を
演
出
す
る
た
め
の
作
為
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

⑨
か
げ
見
れ
ば
波
の
底
な
る
ひ
さ
か
た
の
空
漕
ぎ
わ
た
る
わ
れ
ぞ
わ
び
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
月
十
七
日
・
あ
る
人
）

⑩
今
日
な
れ
ど
若
菜
も
摘
ま
ず
春
日
野
の
わ
が
漕
ぎ
わ
た
る
浦
に
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
月
二
十
九
日
・
あ
る
人
）

　
と
も
に
四
句
中
に
「
漕
ぎ
渡
る
」
を
詠
み
込
む
が
、
該
語
に
つ
い
て
も
古
今

集
時
代
の
用
例
が
ほ
と
ん
ど
探
せ
ず
、
『
貫
之
集
』
に
、

　
k
夕
つ
く
よ
ひ
さ
し
か
ら
ぬ
を
天
川
は
や
く
た
な
は
た
こ
き
わ
た
ら
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貫
之
－
四
三
二
、
天
慶
二
年
宰
相
中
将
屏
風
歌
）

の
一
首
を
見
出
だ
す
程
度
で
あ
る
。
が
、
『
万
葉
集
』
で
は
、

　
　
命
蔵
κ
難
滋
等
畏
轍
鵡
登
時
渥
起
ぽ
栢
剰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
・
雑
歌
・
一
二
〇
七
）

　
　
ア
キ
カ
ゼ
ノ
　
キ
ヨ
キ
ユ
フ
ヘ
ニ
　
ア
マ
ノ
ガ
ハ
　
　
フ
ネ
ペ
　

ツ
キ
ヒ
ト
ヲ
ト
コ

　
ー
秋
風
之
　
清
夕
　
天
漢
　
舟
涛
度
　
月
人
壮
子

　
　
　
　
　
　
（
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
〇
四
三
／
人
麿
集
／
赤
人
集
／
家
持
集
）

の
ほ
か
計
五
例
を
数
え
、
中
で
も
ー
は
右
掲
三
家
集
に
そ
の
異
伝
歌
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ー
は
早
く
か
ら
人
口
に
贈
久
し
て
い
た
歌
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
貫
之
歌
k
が
「
天
の
川
」
「
漕
ぎ
渡
る
」
の
語
を
詠
ん
で
い
る
の
も
、

1
の
影
響
と
思
し
い
。
⑨
・
⑩
が
ー
を
は
じ
め
と
す
る
万
葉
歌
か
ら
該
語
を
摂

取
し
た
と
し
て
も
さ
し
て
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。

　
た
だ
、
⑨
に
つ
い
て
は
木
村
正
中
氏
が
説
く
よ
う
に
「
宇
宙
的
な
拡
が
り
の

中
に
孤
影
情
然
た
る
人
間
が
た
た
ず
む
姿
、
同
時
に
人
間
の
孤
独
の
中
に
無
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

の
宇
宙
の
開
か
れ
て
い
く
姿
を
描
き
出
」
し
た
成
功
作
で
あ
る
の
に
対
し
、
0
0

は
前
文
の
「
海
に
て
「
子
の
日
」
の
歌
に
て
は
、
い
か
が
あ
ら
む
」
と
い
う
評

言
ど
お
り
、
い
さ
さ
か
無
理
の
あ
る
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
た
と
え
同
語
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
用
い
方
次
第
で
歌
の
出
来
栄
え
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
示

し
た
好
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

ω
生
ま
れ
し
も
帰
ら
ぬ
も
の
を
わ
が
宿
に
小
松
の
あ
る
を
見
る
が
悲
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
月
十
六
日
）

　
帰
邸
後
の
喧
騒
を
よ
そ
に
、
「
な
ほ
、
悲
し
き
に
堪
へ
ず
し
て
、
ひ
そ
か
に

心
知
れ
る
人
」
と
こ
っ
そ
り
と
詠
み
交
わ
し
た
歌
で
あ
る
。
結
句
「
見
る
が
悲

し
さ
」
は
同
時
代
詠
に
所
見
な
く
、
や
や
時
代
が
下
っ
て
、

　
　
君
が
い
に
し
方
や
い
つ
れ
そ
白
雲
の
ぬ
し
な
き
や
ど
と
見
る
が
か
な
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
撰
集
・
哀
傷
・
一
四
一
六
・
清
正
）

や
、
『
宇
津
保
物
語
』
所
載
歌
に
三
例
を
見
出
だ
す
程
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
は
、

　
　
ツ
ク
シ
フ
ネ
　

マ
ダ
モ
コ
ザ
レ
パ
ア
ラ
カ
ジ
メ
（
カ
ネ
テ
ヨ
リ
）
ア
ラ
ブ
ル
キ
ミ
ヲ
　
ー
P

　
　
筑
紫
船
　
未
毛
不
来
者
　
　
予
　
　
荒
振
公
乎
　
見
之
悲
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
（
巻
四
・
相
聞
・
五
五
六
・
賀
茂
女
王
、
結
句
　
廣
瀬
本
「
ミ
シ
ガ
・

　
　
　
　
　
　
倒

　
　
　
　
ナ
シ
キ
」
・
元
暦
校
本
・
神
田
本
「
み
る
か
・
な
し
さ
」
）

釣口
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ナ
ニ
ハ
ヘ
ニ
　

ヒ
ト
ノ
ユ
ヶ
レ
バ
　

オ
ク
レ
ヰ
テ
　

ワ
カ
ナ
ツ
ム
コ
ヲ
　
ミ
ル
ガ
カ
ナ
シ
サ

　
　
難
波
辺
圷
　
人
之
行
礼
波
　
後
居
而
　
春
菜
採
児
乎
　
見
之
悲
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
八
・
春
雑
歌
・
一
四
四
二
・
丹
比
真
人
）

の
ご
と
く
早
く
か
ら
用
い
ら
れ
、
当
該
歌
は
そ
の
句
法
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
歌
末
を
「
…
が
悲
し
さ
」
で
結
ぶ
詠
み
方

は
、
他
に
も
「
妹
が
悲
し
さ
」
「
行
く
が
悲
し
さ
」
の
形
で
見
出
さ
れ
、
万
葉

表
現
の
一
パ
タ
ー
ン
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
『
土
佐
日
記
』
に
も
、

　
0
2
な
か
り
し
も
あ
り
つ
つ
帰
る
人
の
子
を
あ
り
し
も
な
く
て
来
る
が
か
な
し

　
　
剖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
月
九
日
、
昔
の
子
の
母
）

の
例
を
見
る
が
、
こ
の
歌
も
ま
た
広
い
意
味
で
万
葉
表
現
を
下
敷
き
に
し
て
い

よ
う
。

　
以
上
、
『
土
佐
日
記
』
歌
に
お
け
る
万
葉
歌
摂
取
の
あ
り
様
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
て
き
た
が
、
一
部
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
当
世
風
の

表
現
を
意
識
し
な
が
ら
も
今
一
つ
垢
抜
け
し
て
い
な
い
印
象
を
受
け
る
。
前
節

に
挙
げ
た
ω
～
③
は
万
葉
擬
歌
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
そ
の
巧
拙
は
と
も
か

く
、
折
に
か
な
っ
た
歌
と
い
う
点
で
は
一
応
の
成
功
を
収
め
て
い
よ
う
。
し
か

し
な
が
ら
本
節
掲
出
歌
に
つ
い
て
は
、
万
葉
語
句
の
み
が
他
の
表
現
か
ら
浮
き

上
が
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、
当
世
風
の
歌

に
な
り
切
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
歌
作
の
拙
さ
を
印
象
づ
け
る

た
め
に
、
い
か
に
も
古
め
か
し
い
語
句
を
引
い
て
き
て
い
る
の
は
、
実
に
巧
み

な
演
出
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
、
万
葉
語
「
さ
ざ
れ
な
み
」
へ
の
こ
だ
わ
り

最
後
に
、
本
日
記
中
で
は
最
も
繊
細
華
麗
と
さ
れ
る
歌
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
こ
こ
に
、
相
応
寺
の
ほ
と
り
に
、
し
ば
し
船
を
と
ど
め
て
、
と
か
く
定

む
る
こ
と
あ
り
。
こ
の
寺
の
岸
ほ
と
り
に
、
柳
多
く
あ
り
。
あ
る
人
、
こ

の
柳
の
影
の
、
川
の
底
に
映
れ
る
を
見
て
よ
め
る
歌
、

　
0
3
さ
ざ
れ
波
寄
す
る
あ
や
を
ば
青
柳
の
影
の
糸
し
て
織
る
か
と
そ
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
月
十
一
日
、
あ
る
人
）

　
山
崎
停
泊
中
に
詠
ま
れ
た
一
首
で
、
川
底
に
映
る
柳
の
枝
を
経
糸
に
、
水
面

に
立
つ
細
波
を
緯
糸
に
見
立
て
て
投
影
の
イ
メ
ー
ジ
を
詠
じ
て
い
る
。
古
今
的

歌
風
の
一
典
型
を
な
す
も
の
と
い
え
る
が
、
唯
一
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
初
句

に
詠
ま
れ
た
「
さ
ざ
れ
な
み
」
と
い
う
歌
語
で
あ
る
。
「
さ
さ
ら
な
み
」
で
あ

れ
ば
貫
之
も
、

　
　
　
　
つ
る
の
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
所

　
m
目
よ
す
る
所
に
す
む
つ
る
は
君
か
へ
ん
代
の
し
る
へ
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
貫
之
－
一
八
四
、
延
長
四
年
清
貫
民
部
卿
六
十
賀
屏
風
歌
）

の
ご
と
く
旧
作
で
用
い
て
い
る
が
、
「
さ
ざ
れ
な
み
」
に
つ
い
て
は
当
該
歌
以

外
に
平
安
時
代
の
歌
作
例
を
見
出
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　
つ
と
に
『
考
証
』
が
看
破
す
る
よ
う
に
、
該
語
は
『
万
葉
集
』
既
出
の
歌
語

で
あ
り
、n
ぷ
灘
砲
麹
避
柘
静
翼
端
河
剖
召
濠
温
忽
万
置
瀬
毎
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
・
雑
歌
・
三
一
四
・
波
多
小
足
）

のΩ



　
一
　
て
現
つ
表
ぐ
歌
め
和
を
の
連

田
関
言
の
日
と
佐
歌
仕
葉
　
万

　
一

。
市
鳥
鳴
倣
保
互
河
甑
之
㎜
灘
虹
堅
春
煕
郡
藻
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
・
相
聞
・
五
二
六
・
大
伴
郎
女
）

墨
彰
亮
酊
嘉
乞
禦
ぽ
駕
呑
衰
都
慶
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
二
・
寄
物
陳
思
・
三
〇
一
二
）

　
　
禦
潔
耐
識
瓦
谷
ぽ
覗
蔭
磁
乞
射
繊
恥
慌
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
三
・
雑
歌
・
三
二
二
六
）

の
ほ
か
八
例
を
探
し
得
る
。
た
だ
し
、
そ
の
訓
み
に
つ
い
て
は
揺
れ
が
見
ら
れ
、

た
と
え
ば
n
・
o
に
つ
い
て
は
「
サ
・
ラ
ナ
ミ
」
の
異
訓
を
伝
え
る
伝
本
も
多

い
。
西
本
願
寺
本
で
は
、

　
　
娘
ぽ
苦
貯
る
欲
氾
之
漏
灘
敷
唾
惑
偶
柘
帆
卸
乞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
二
・
寄
物
陳
思
・
三
〇
二
四
）

　
　
呼
野
ち
海
之
旗
磁
乞
セ
む
麟
藻
郡
薦
者
就
堅
春
煕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
三
・
雑
歌
・
三
二
四
四
）

の
よ
う
に
、
「
サ
サ
ラ
ナ
ミ
」
の
訓
も
若
干
存
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
一

部
伝
本
で
は
「
サ
・
レ
ナ
ミ
」
と
付
訓
さ
れ
、
混
沌
と
し
た
様
相
を
呈
し
て
い

る
。
ま
た
、
P
に
つ
い
て
は
、

　
　
か
き
く
も
り
雨
ふ
る
河
の
」
ま
な
く
も
人
の
こ
ひ
ら
る
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
五
六
・
人
麿
）

　
　
ひ
ぐ
ら
し
の
雨
ふ
る
か
は
の
§
ま
な
く
も
人
の
こ
ひ
ら
る
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
六
帖
・
一
・
雨
・
四
七
五
・
或
本
そ
せ
い
）

　
　
日
の
く
も
り
雨
ふ
る
か
は
の
§
洞
ま
て
く
も
君
か
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
人
麿
－
一
八
四
）

の
ご
と
く
、
そ
の
異
伝
歌
が
諸
歌
集
に
見
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
さ
さ
ら

な
み
」
の
訓
を
伝
え
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
平
安
和
歌
に
お
い
て
「
さ
さ
ら
な
み
」
は
上
掲
m
を
は
じ
め
、

　
　
　
　
女
に
つ
か
は
し
け
る

　
q
さ
さ
ら
な
み
ま
な
く
た
つ
め
る
浦
を
こ
そ
世
に
あ
さ
し
と
も
み
つ
つ
わ
す

　
　
れ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
二
六
・
読
人
不
知
）

　
r
さ
さ
ら
浪
ま
も
な
く
岸
を
洗
ふ
め
り
な
ぎ
さ
清
く
は
君
と
ま
れ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
物
語
・
一
七
二
段
・
黒
主
）

な
ど
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
q
・
r
の
表
現
は
ど
う
や
ら
万
葉
歌
P
に
依
拠
し

て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
お
そ
ら
く
P
は
早
く
か
ら
上
掲
異
伝
歌
の
よ
う
な
形

で
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
「
さ
さ
ら
な
み
」
が
定
着
を
見
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
歌
が
あ
え
て
古
訓
の
「
さ
ざ
れ
な
み
」
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

本
日
記
の
文
脈
に
即
せ
ば
、
詠
者
す
な
わ
ち
「
あ
る
人
」
の
万
葉
語
へ
の
傾
倒

ぶ
り
を
示
唆
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
人
物
は
複
雑
な
レ
ト
リ
ッ

ク
を
操
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
歌
道
に
長
け
て
い
た
の
だ
か
ら
、
『
万
葉
集
』

に
つ
い
て
の
知
識
も
あ
る
程
度
は
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
人
物
こ
そ

作
者
貫
之
の
自
画
像
と
捉
え
る
の
は
拙
速
で
あ
ろ
う
が
、
貫
之
自
身
が
指
向
す

る
和
歌
表
現
の
あ
り
方
を
当
該
歌
で
具
現
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
は
許
さ
れ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
当
時
古
語
と
化
し
て
い
た
万
葉
歌
の
詞
句
を
い
か
に
洗
練
さ
れ

た
形
で
詠
み
こ
な
す
か
、
巧
拙
織
り
交
ざ
っ
た
作
中
和
歌
に
お
い
て
、
当
該
歌

は
そ
の
手
本
と
し
て
の
意
義
を
担
っ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

め四
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五
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
本
稿
で
は
『
土
佐
日
記
』
の
和
歌
に
つ
い
て
、
『
万
葉
集
』
所
載
歌

と
の
表
現
的
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
万
葉
歌
に
つ
い
て
は
異

訓
・
異
伝
の
問
題
も
あ
り
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
十
分
な
検
証
を
な
し
得

な
か
っ
た
が
、
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。

1
　
万
葉
歌
語
と
も
い
え
る
「
忘
れ
貝
」
を
素
材
と
し
た
ω
・
②
は
、
既
説
の

　
ご
と
く
坂
上
郎
女
歌
a
、
山
上
憶
良
歌
b
を
念
頭
に
置
い
て
の
詠
で
あ
ろ
う

　
が
、
と
く
に
ω
は
「
寄
す
る
波
」
「
わ
が
恋
ふ
る
」
と
い
っ
た
万
葉
表
現
が

　
散
り
ば
め
ら
れ
、
万
葉
擬
歌
的
な
詠
風
が
顕
著
で
あ
る
。

1
　
淡
路
専
女
詠
③
に
つ
い
て
も
、
既
説
の
ご
と
く
「
い
ぶ
せ
し
」
「
難
波
潟
」

　
「
退
く
」
な
ど
万
葉
ゆ
か
り
の
語
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
加

　
え
て
「
御
船
」
も
万
葉
歌
か
ら
摂
取
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
作
者
の

　
あ
る
種
実
験
的
な
試
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

皿
　
ω
～
⑫
に
つ
い
て
は
、
万
葉
歌
の
用
語
・
表
現
を
表
層
レ
ベ
ル
で
取
り
込

　
ん
だ
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
当
代
の
和
歌
表
現
を
意
識
し
な
が
ら

　
も
、
今
一
つ
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
る
。
お
そ
ら
く
、
表
現
の
古

　
め
か
し
さ
や
拙
さ
を
出
す
た
め
に
、
あ
え
て
馴
染
み
の
薄
い
万
葉
語
句
を
選

　
択
し
た
の
で
は
な
い
か
。

W
　
O
3
は
古
今
的
レ
ト
リ
ッ
ク
に
彩
ら
れ
た
当
世
風
の
歌
だ
が
、
初
句
「
さ
ざ

　
れ
な
み
」
は
万
葉
歌
の
古
訓
を
摂
取
し
た
も
の
と
思
し
い
。
当
時
は
「
さ
さ

　
ら
な
み
」
が
普
遍
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
あ
え
て
前
者
を
選
ん
だ
の
は
詠
者

　
た
る
「
あ
る
人
」
、
ひ
い
て
は
作
者
貫
之
の
万
葉
歌
へ
の
傾
倒
ぶ
り
を
示
唆

　
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ち
な
み
に
、
貫
之
が
土
佐
守
在
任
中
に
編
纂
し
た
『
新
撰
和
歌
』
は
、
青

木
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
「
晩
年
の
貫
之
の
嗜
好
を
う
か
が
わ
せ
る
恰
好
の
資

　
　
　
　
㈹

料
で
あ
る
」
が
、
そ
の
中
に
万
葉
異
伝
歌
も
し
く
は
類
似
歌
が
少
な
か
ら
ず

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
「
新
撰
和
歌
に
は
、
古
今
集
に

は
採
ら
れ
な
か
っ
た
万
葉
表
現
の
当
時
の
享
受
の
様
相
が
残
さ
れ
て
い
る
」

と
す
る
青
木
氏
の
指
摘
は
、
『
土
佐
日
記
』
の
和
歌
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度

は
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
『
土
佐
日
記
』
が
『
新
撰
和
歌
』
と
明
ら
か
に
異
な
る
の
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
前
者
が
虚
構
に
根
ざ
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

作
中
人
物
が
万
葉
も
ど
き
の
歌
を
詠
ん
だ
り
、
耳
慣
れ
ぬ
万
葉
語
句
を
あ
え

て
詠
み
込
ん
だ
り
す
る
の
も
詣
諺
を
含
ん
だ
文
学
的
操
作
で
あ
り
、
『
新
撰

和
歌
』
の
よ
う
に
「
花
実
相
兼
ぬ
る
」
歌
ば
か
り
を
並
べ
よ
う
と
し
た
わ
け

で
は
な
い
。

　
か
つ
て
萩
谷
氏
は
「
「
土
佐
日
記
は
「
あ
そ
び
」
の
文
学
で
あ
る
」
と
述
べ

た
が
、
「
貫
之
が
晩
年
に
お
い
て
彼
の
抱
懐
す
る
歌
の
理
論
と
知
識
経
験
と

い
つ
た
も
の
を
日
記
と
い
ふ
様
式
と
紀
行
と
い
ふ
素
材
と
戯
曲
的
な
構
想
と

を
も
つ
て
具
体
的
に
諸
護
を
こ
め
て
説
き
明
か
し
た
啓
蒙
的
な
酒
々
落
々
た

る
試
み
で
あ
る
」
と
し
た
氏
の
見
解
は
、
本
日
記
歌
を
分
析
す
る
上
で
今
な

お
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
む
ろ
ん
、
『
土
佐
日
記
』
は
歌
論
書
を
目
論
ん
で

書
か
れ
た
作
品
で
は
な
か
ろ
う
が
、
作
者
の
和
歌
観
や
表
現
意
識
が
随
所
に

現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
副
義
的
な
も
の
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
歌
論
的
な
要
素
と
作
中
和
歌
の
表
現
と
が
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
を
見
せ
る
の
か
、
さ
ら
に
分
析
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

ω口



　
一
　
て
現
つ
表
ぐ
歌
め
和
を
の
連

田
関
言
の
日
と
佐
歌
仕
葉
　
万

　
一

（
注
）

ω
　
以
下
、
『
土
佐
日
記
』
の
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
土
佐
日
記
　
蜻
蛉

　
日
記
』
（
一
九
九
五
　
小
学
館
、
『
土
佐
日
記
』
は
菊
池
靖
彦
氏
校
注
）
に
拠
る
。

②
　
以
下
、
勅
撰
集
’
私
撰
集
・
歌
合
の
本
文
・
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
（
角
川
書
店
、

　
C
D
－
R
O
M
版
く
9
2
　
二
〇
〇
三
）
に
拠
る
が
、
私
に
表
記
・
清
濁
を
改
め
た
箇

　
所
が
あ
る
。
な
お
、
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は
底
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本
の
原
文
と
旧

　
訓
を
示
し
、
歌
番
号
は
旧
国
歌
大
観
番
号
に
従
っ
た
。

③
　
『
土
佐
日
記
古
註
大
成
』
（
一
九
三
四
　
国
文
名
著
刊
行
会
）
所
収
。

ω
　
注
3
に
同
じ
。

㈲
　
大
久
保
正
氏
「
古
代
萬
葉
集
研
究
史
稿
（
そ
の
二
）
ー
古
点
以
前
の
萬
葉
研
究
ー
」
（
『
北

　
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
〇
号
　
一
九
六
一
・
＝
）
。

㈲
　
萩
谷
朴
氏
『
土
佐
日
記
全
注
釈
』
（
一
九
六
七
　
角
川
書
店
）
。

m
　
中
西
進
氏
「
続
・
万
葉
集
の
形
成
（
上
）
ー
平
安
朝
文
献
の
意
味
ー
」
（
『
成
城
文
芸
』

　
五
〇
号
　
一
九
六
八
・
六
）
、
「
続
・
万
葉
集
の
形
成
（
下
）
1
平
安
朝
文
献
の
意
味
ー
」

　
（
『
成
城
国
文
学
論
集
』
一
輯
　
一
九
六
八
二
一
）
、
「
古
今
集
へ
の
道
－
貫
之
歌
の
源
泉
」

　
（
『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
四
四
巻
二
号
　
至
文
堂
　
一
九
七
九
・
二
）
。

㈲
　
菊
池
靖
彦
氏
『
古
今
的
世
界
の
研
究
』
（
一
九
八
〇
　
笠
間
書
院
）
、
注
1
著
書
、
「
『
万

　
葉
集
』
と
紀
貫
之
」
（
佐
藤
武
義
編
『
萬
葉
集
の
世
界
と
そ
の
展
開
』
一
九
九
八
白

　
帝
社
所
収
）
。

⑨
　
小
町
谷
照
彦
氏
「
表
現
論
の
奥
か
ら
」
（
『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
四
四
巻
二
号

　
至
文
堂
　
一
九
七
九
・
二
、
『
古
今
和
歌
集
と
歌
こ
と
ば
表
現
』
一
九
九
四
　
岩
波
書
店

　
所
収
）
。

o
o
@
品
川
和
子
氏
『
土
佐
日
記
　
全
訳
註
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
　
一
九
八
三
　
講
談
社
）
。

0
0
@
長
谷
川
政
春
氏
「
貫
之
と
万
葉
集
ー
そ
の
接
点
を
さ
ぐ
る
ー
」
（
『
和
歌
文
学
の
世
界

　
　
第
＝
集
　
論
集
　
万
葉
集
』
一
九
入
七
　
笠
間
書
院
）
、
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

　
　
土
佐
日
記
　
蜻
蛉
日
記
　
紫
式
部
日
記
　
更
級
日
記
』
（
一
九
八
九
　
岩
波
書
店
、
『
土

　
佐
日
記
』
は
長
谷
川
氏
校
注
）

0
2@
水
谷
隆
氏
「
紀
貫
之
に
み
ら
れ
る
万
葉
歌
の
利
用
に
つ
い
て
」
（
『
和
歌
文
学
研

　
究
』
第
五
六
号
　
一
九
入
入
・
六
）
、
「
紀
貫
之
の
和
歌
の
表
現
と
人
麻
呂
の
泣
血

　
哀
働
歌
を
め
ぐ
っ
て
ー
紀
貫
之
の
作
歌
の
一
方
法
ー
」
（
『
文
学
史
研
究
』
三
〇

　
一
九
八
九
二
一
）
。

0
3
@
佐
藤
和
喜
氏
「
土
佐
日
記
歌
の
古
代
性
」
（
『
日
本
文
学
』
三
七
巻
九
号
　
一
九
八
八
・
九
、

　
『
平
安
和
歌
文
学
表
現
論
』
一
九
九
三
　
有
精
堂
所
収
）
。

0
0
@
加
藤
幸
一
氏
「
紀
貫
之
の
作
品
形
成
と
『
万
葉
集
』
」
（
『
奥
羽
大
学
文
学
部
紀
要
』

　
一
号
　
一
九
八
九
・
一
二
）

0
9
@
青
木
太
朗
氏
「
紀
貫
之
の
万
葉
摂
取
ー
新
撰
和
歌
を
通
し
て
ー
」
（
『
小
論
』
一
二
号

　
　
一
九
九
五
・
五
）
。

0
0
@
『
万
葉
集
』
の
校
異
に
つ
い
て
は
『
校
本
萬
葉
集
』
（
一
九
九
四
～
五
　
岩
波
書
店
）

　
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
『
元
暦
校
本
萬
葉
集
』
（
一
九
八
六
　
勉
誠
社
）
、

　
『
類
聚
古
集
』
（
一
九
九
二
　
臨
川
書
店
）
も
あ
わ
せ
て
参
照
し
た
。

⑰
　
注
H
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
参
照
。

0
8
@
「
難
波
潟
」
は
『
貫
之
集
』
に
四
例
見
え
（
貫
之
－
二
＝
二
・
二
三
二
・
五
三
八
・
七
七
五

　
1
1
古
今
・
雑
上
九
一
六
）
、
詞
書
を
欠
く
五
三
八
以
外
は
『
土
佐
日
記
』
以
前
の
作
と
判

　
断
し
う
る
。

⑲
　
以
下
、
私
家
集
の
本
文
は
『
新
編
私
家
集
大
成
C
D
l
R
O
M
版
』
（
二
〇
〇
入

　
エ
ム
ワ
イ
企
画
）
に
拠
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

⑳
　
「
紀
氏
の
歌
に
、
「
沢
べ
な
る
ま
こ
も
刈
そ
け
」
と
あ
る
、
そ
け
に
同
じ
」
。

⑳
　
「
淡
路
の
専
女
」
は
正
月
二
十
六
日
条
に
も
登
場
し
、
「
追
風
の
吹
き
ぬ
る
と
き
は
行

　
く
船
の
帆
手
う
ち
て
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
れ
」
の
一
首
を
詠
む
が
、
三
句
に
「
行
く
船
」

　
を
据
え
る
、
あ
る
い
は
歌
末
を
「
う
れ
し
か
り
け
（
れ
）
」
と
結
ぶ
詠
法
は
万
葉
歌
（
巻

　
十
二
・
二
九
二
二
、
巻
十
・
一
九
九
八
）
を
噛
矢
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
0



号四十三第要紀学大
期
短子女

田
上

幽
　
峯
岸
義
秋
氏
『
平
安
時
代
和
歌
文
学
の
研
究
』
（
一
九
六
五
　
桜
楓
社
）
第
二
章
「
土

　
佐
日
記
と
問
答
歌
」
参
照
。

⑳
　
注
6
著
書
参
照
。

2
4@
『
新
撰
和
歌
』
で
は
「
‖
ゆ
く
は
ま
の
ま
さ
ご
と
わ
が
恋
と
い
つ
れ
ま
さ

　
れ
り
お
き
つ
し
ら
潤
」
（
二
三
二
）
の
本
文
で
採
ら
れ
、
『
古
今
六
帖
』
（
四
・
恋
・

　
一
九
八
八
）
も
こ
れ
と
同
文
で
あ
る
。

田
　
忠
峯
皿
七
九
・
W
一
七
二
は
結
句
「
オ
キ
ノ
シ
マ
モ
リ
」
。

0
0
@
や
や
時
代
が
下
っ
て
源
順
は
屏
風
歌
で
該
語
を
用
い
て
い
る
。
「
十
月
、
ア
シ
ロ
／

　
モ
ミ
チ
サ
ヘ
キ
ヨ
ル
ア
シ
ロ
ノ
テ
ニ
カ
ケ
テ
タ
ツ
シ
ラ
ナ
ミ
バ
カ
ラ
ニ
シ
キ
カ
モ
」
（
順

　
－
七
四
、
康
保
二
年
女
五
男
八
親
王
屏
風
歌
）
。
拙
稿
「
源
順
歌
の
表
現
ー
万
葉
歌
と

　
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
　
研
究
紀
要
』

　
四
四
号
　
一
九
九
二
・
九
）
を
参
照
。

θ
　
こ
の
異
伝
歌
は
古
今
六
帖
に
も
見
え
る
が
（
三
・
浜
・
一
九
二
五
）
、
四
句
は
ー
と

　
同
様
「
き
よ
す
る
は
ま
を
」
と
す
る
。

⑳
　
以
下
、
散
文
作
品
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
拠
る
。

⑳
　
該
語
に
つ
い
て
も
後
年
、
源
順
が
屏
風
歌
で
用
い
て
い
る
。
「
カ
バ
風
ハ
刻
ム
カ

　
タ
ナ
ミ
ヤ
マ
フ
キ
ノ
チ
リ
ユ
ク
ミ
ツ
ヲ
セ
キ
ヤ
ト
メ
マ
シ
」
（
順
1
＝
二
四
）
。
拙
稿
「
源

　
順
の
歌
風
に
つ
い
て
ー
天
元
二
年
内
裏
屏
風
歌
を
中
心
に
ー
」
（
『
日
本
大
学
第
三
高
等

　
学
校
研
究
年
報
』
二
六
号
　
一
九
九
〇
・
九
）
参
照
。

陶
　
注
1
0
著
書
参
照
。

⑪
　
当
該
歌
は
『
袖
中
抄
』
（
六
六
）
も
載
る
が
、
二
句
は
「
た
が
さ
ふ
る
か
も
」
で
あ
る
。

6
2
@
木
村
正
中
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
土
佐
日
記
　
貫
之
集
』
（
一
九
八
八

　
新
潮
社
）
参
照
。

倒
　
「
行
く
と
て
も
跡
を
と
ど
め
し
道
な
れ
ど
ふ
み
過
ぐ
る
世
を
見
る
が
悲
し
さ
」
（
蔵
開

　
中
・
七
六
七
・
仲
頼
妹
）
、
「
吹
上
に
さ
そ
ひ
し
友
の
山
ふ
か
く
た
つ
ね
て
君
を
見
司
が

　
‖
」
（
国
譲
下
・
八
九
二
・
松
方
）
、
「
も
ろ
と
も
に
生
ひ
し
桜
の
ま
つ
枯
れ
て
の

　
こ
れ
る
枝
を
見
自
d
」
（
同
・
九
五
一
・
嵯
峨
院
）
の
三
首
。

倒
　
「
ミ
シ
ガ
」
の
「
シ
」
に
見
せ
消
ち
、
右
に
「
ン
」
と
傍
書
。
そ
の
右
に
「
或
云
ル
」

　
と
傍
書
、
見
せ
消
ち
。
「
カ
ナ
シ
キ
」
の
「
キ
」
に
見
せ
消
ち
、
右
に
「
サ
」
と
傍
書
。

倒
　
注
1
5
論
文
参
照
。

㈹
　
萩
谷
朴
氏
「
土
佐
日
記
は
歌
論
書
か
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
二
五
巻
六
号

　
一
九
四
入
年
六
月
）
参
照
。

聞
　
平
沢
竜
介
氏
は
「
土
佐
日
記
論
ー
貫
之
の
意
図
ー
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』

　
九
号
　
一
九
八
三
・
三
、
『
古
今
歌
風
の
成
立
』
一
九
九
九
　
笠
間
書
院
所
収
）
に
お
い

　
て
、
「
確
か
に
、
歌
論
的
要
素
も
彼
の
表
現
し
た
い
も
の
の
一
つ
で
あ
り
彼
は
歌
論
的

　
部
分
を
展
開
す
る
際
、
彼
が
日
頃
考
え
て
い
た
歌
学
上
の
問
題
を
様
々
な
工
夫
を
こ
ら

　
し
て
書
き
綴
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
土
佐
日
記
に
お
い
て
あ
く
ま
で
第

　
二
義
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
貫
之
が
真
に
表
現
し
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で

　
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
上
田
女
子
短
期
大
学
助
成
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、

　
本
稿
は
信
州
平
安
文
学
研
究
会
平
成
二
十
二
年
十
二
月
例
会
で
の
発
表
に
加
筆
補
正
を

　
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
西
一
夫
氏
よ
り
上
掲
②
の
「
白
玉
」
の
比
喩
に
つ
い
て

　
は
、
b
の
憶
良
詠
よ
り
も
『
万
葉
集
』
巻
七
・
警
喩
歌
の
「
寄
レ
玉
」
詠
、
た
と
え
ば

　
ア
ヂ
ム
ラ
ノ
　
ト
ヲ
ヨ
ル
ウ
ミ
ニ
　
フ
ネ
ゥ
ケ
テ
　
シ
ラ
タ
マ
ト
ラ
ム
　

ヒ
ト
ニ
シ
ラ
ス
ナ

　
「
安
治
村
十
依
海
　
船
浮
　
白
玉
採
　
人
所
知
勿
」
（
一
二
九
九
）
等
の
影
響
を
想
定

　
し
た
ほ
う
が
穏
当
で
は
な
い
か
と
の
ご
指
摘
を
賜
っ
た
。
た
し
か
に
、
巻
七
に
は
親
に

　
傳
か
れ
て
い
る
娘
を
「
玉
」
に
喩
え
た
歌
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
あ
え
て
憶
良
歌
と
の

　
関
係
性
に
拘
泥
し
な
く
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討

　
し
て
み
た
い
。
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
会
員
諸
氏
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

幻口


